
 

 

 

 

 
 

真昼の月 夜空の星 ～様々に感じようとできることの素晴らしさ～ 

星座で唯一はっきりとわかるオリオン座は冬

の晴れた夜にその姿を見せてくれ、星の光の美

しさに魅了されます。さらに、少し時間が経過し

てから再度見ると星の位置が違うことがわかり、

動いていないはずの「立っている位置」は、宇宙

規模では高速にその位置を変えているのだ、と

地動説や天動説で揺れ動いた科学の時代に思い

をはせ、その神秘を感じたりもします。 

星の光は、太陽が出ている時間には光を届け

ることはできません、夜の満月は夜道を明るく

照らすぐらいの明るさで輝いていますが、真昼

の満月はその姿を確認できても輝きとは異なる

姿でその存在感を示しています。 

私達は、ある時間、ある状況を観察しながら、

様々なことを感受していますが、ひょっとする

と、同じ時間や場所だけの観察によって、多くの

素敵な輝きを見逃しているのかもしれません。 

努力してもうまくできないこと、素直になれ

ないこと、思い込み、思い違い、生活の中で感じ

た自分の思いが、時間や場面の違いで感じるこ

とが変わった、という経験もあることでしょう。 

ひとつの側面だけでなく、いろんな可能性が

自分に秘められている、と自信を持ち努力を続

けてほしいと、最近の行事の様子から思います。 

９月の文化祭。ピアノ伴奏や指揮、合唱練習で

必要な電子楽器を率先して運んだり、真っ先に

合唱隊形に並んだり、生徒会主催のゲームを思

い切り楽しもうとする、ひとりひとりの行動が

雰囲気を素敵に変えます。１０月の体育祭。全員

リレーの第１走者・アンカーに選ばれた責任感

と気迫、綱引き・大縄の前に円陣を作って気合を

入れよう！と仲間を巻き込む、結果に歓喜した

り悔しがったり、行事での姿は日常では発見で

きない素晴らしさを多く秘めていました。さら

に、大きな声援の様に、はっきりと周りに熱が伝

わらないけれど、心の中で静かに強く勝利を願

い、闘志をもって応援したり、競技に挑んだりし

た人もいたことでしょう。 

一歩前へ＝成長しようとする目標は、人によ

り違います。けれど『一歩進もう！』とする思い

の強さは同じはず。それぞれが願う一歩を挑戦

し続けられるために、学年やクラス、部活などの

活動で『友達の一歩前進を感じてすごいな！』と

思えることが大切になってきます。 

自分の基準だけで考えず、互いに「一歩！」へ

の敬意を感じ取ろうとすることで、自分自身の

大きな一歩を生み出してくれるでしょう。 

「夢を描く」と題し「夢」「大切にしたいこと」

「願い」「感じた大切なこと」を詩に表現しても

らいました。その詩の言葉の中には、夢への強い

思い、友達の素晴らしさ、先輩への憧れ等、大切

なことを感じようとしている姿勢が感じられ、

嬉しく思っています。裏面で紹介を始めます。 

注意をされることに対して、素直に、すぐ態度

をあらためるのは、誰もが難しいことです。そし

て、人の善さに

気づき敬意を

示すのも同じ

く難しいこと

だと感じます。 

校舎の樹々

の紅葉は既に

始まっていま

す。よく観察す

ると気がつき

ますが、冷気に

触れた外側か

ら紅葉は始ま

ります。 

「今日は寒いな」 

と初めて思った日に樹に目をやると、既に紅葉

は始まっていました。いつの日から「樹の葉」は

空気に冷たさを感じ始めたのか、季節の変化を

感じることは難しいことではないと思っていま

したが、私の感性はまだまだ鈍いようです。 

創立４０周年を迎え、重点のひとつとして、

「地域と共に」をテーマとして地域 Ranger活動

を展開しています。各学区や自治会で行われる

活動に参加し、地域の“つながり”に加わろうと

する人が増えてきました。紅葉が深まるように、

「地域への思い」が広がっていくことを楽しみ

にしながら、その広がる様子を見逃してはいけ

ない、と肝に命じているところです。 

お互いに秘められた少しの輝きを感じ取ろう

とすること、仲間同士が善さでつながろうとす

ることを重点にしながら、令和４年度４０周年

記念の年を有意義な一年にしたいと思います。 
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令和４年度 大津市 学校夢づくりプロジェク  「夢を描く」  詩の紹介

今年度もたくさんの素敵な詩が生まれました。 今号より紹介を始めて参ります。 

これからの生き方をどう考え、何を大切にしようとしているのか、 

美しい言葉で綴られた作品から、温かさと勇気、エネルギーをもらうことができます。 

いつまでも、素敵な自分の在り方を追い求めて生きていきたいですね。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 校外学習 in 石山・唐橋 （１２組） 
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「活動後、しおりを見ながら 

振り返りをしています。」 

１０月６日（水）に１２組の校外学習が実施されました。行き先は

「石山・唐橋」方面です。石山駅のテラスや瀬田の唐橋公園でゲーム

をしたり、各自テーマを決めて調べ学習をしたり、たくさん学び・楽

しみ、みんなで笑顔になれる時間を満喫することができました。有名

な「俵藤太の百足退治」の伝承についても学びました。校外学習後に

自分で決めたテーマに沿って、学んだこと、楽しかったことをまとめ

た校外学習新聞が完成しました。現在学級で掲示中です。力作！！ 

第１学年校外学習が１２月６日にも実施されますが、今回の経験

と学んだことを生かせることが今から楽しみです。 


